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平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに、当社第102期（2018年4月1日から2019年3月31日

まで）中間期の事業概況のご報告をお届けするにあたり、謹んで
ご挨拶申し上げます。

今後のわが国経済は、好調な企業収益のもと回復が続くことが
期待される一方、原油価格の高騰や通商問題による海外経済の下
振れリスク等も懸念されております。

物流業界におきましては、乗務員不足の問題や燃料費および
人件費等の経費の上昇もあり、厳しい状況が続くものと予想され
ます。また、石油元売会社の合併や経営統合の動きのなかで、当社
グループにおいても、この変化を的確に捉えて確実に対応していく
ことが求められています。

このような状況のなか、当社グループは、「Shift for the Next 
安全の徹底と質の高いサービスで未来への責任を果たします」と
いうキャッチフレーズのもとに、中期経営計画の達成を目指して、
引き続き収益力の確保、成長分野の推進、生産性向上等への取り組
みを進めてまいります。

また、こうした取り組みと並行し、安定輸送を継続するために、
雇用環境の改善による乗務員の確保や車両の拡充にも引き続き注力
いたします。加えて、安全教育の一層の充実を図り、今後もお客様
に安心してご利用いただける質の高いサービスの提供に努めてま
いります。

中間配当金につきましては、1株当たり40円とさせていただき
ました。

株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援ご高配を賜りますよう
お願い申し上げます。

2018年11月

Shift for the Next
安全の徹底と質の高いサービスで
未来への責任を果たします

代表取締役社長
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当社グループは、中期経営計画の達成を目指して、輸
送シェアの維持・拡大を通じた収益力の強化、LNG（液化
天然ガス）輸送、水素輸送、化成品における海外輸送等の
成長分野の推進等に取り組んでおります。

また、より安定的な輸送体制の確立に向けて、乗務員
の確保や車両の拡充にも引き続き注力しております。

この結果、当第2四半期連結累計期間においては、売上

高は15,546百万円（前年同期比6.4％増）となりました
が、燃料費や人件費等の経費の増加により、営業利益は
218百万円（同7.0％減）となりました。一方で、営業外収
益が増加したことにより、経常利益は399百万円（同
10.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は250
百万円（同9.8％増）となりました。
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※  当社は、2016年10月1日をもって、10株を1株とす
る株式の併合を実施しており、第100期中間配当は、
当該株式の併合実施後の基準に換算して記載してお
ります。

詳細な財務情報は、当社ホームページ『IR情報』をご参照ください。
https://www.jot.co.jp/ir/ 日本石油輸送　IR 検索 2

第 2四半期（中間期）連結決算の概況



売上高・営業利益の推移売上高構成比

6,432

第102期
2018年度

第100期
2016年度

第101期
2017年度

6,642 7,415

63

第100期
2016年度

第101期
2017年度

第102期
2018年度

17

260
売 上 高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

3,629

第100期
2016年度

第101期
2017年度

第102期
2018年度

3,688 3,909
75

第100期
2016年度

第101期
2017年度

第102期
2018年度

86

△62

売 上 高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

3,813

第100期
2016年度

第101期
2017年度

第102期
2018年度

4,172 4,114
39

第100期
2016年度

第101期
2017年度

第102期
2018年度

83

△30

売 上 高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

104

第100期
2016年度

第101期
2017年度

第102期
2018年度

107 106
37

第100期
2016年度

第101期
2017年度

第102期
2018年度

46 50

売 上 高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

47.7％

25.1％

26.5％

0.7％

石油
輸送事業

高圧ガス
輸送事業

化成品・
コンテナ
輸送事業

その他
事業

3

第 2四半期（中間期）セグメント別の概況（連結）



第２四半期（中間期）の概況事業内容

売上高�7,415百万円� 営業利益� 260百万円
　石油輸送事業につきましては、石油元売会社の合併や経営統合の
動きのなかで、積極的に輸送数量の拡大に努めたことに加え、主要顧
客の運賃改定により、売上高および営業利益は増加いたしました。
　この結果、当事業における売上高は7,415百万円（前年同期比
11.6％増）、営業利益は260百万円（同1,399.7％増）となりました。

　環境に優しく、低コスト
で大量輸送が可能な鉄道タ
ンク車輸送と、機動力があ
り柔軟性に富んだ自動車輸
送という2つの異なる輸送
モードを持つメリットを活
かし、ガソリン、軽油、灯油
等の燃料油の輸送を行って
います。

売上高�3,909百万円� 営業利益� △62百万円
　高圧ガス輸送事業につきましては、LNG輸送における新規輸送の
拡大により、売上高は増加し3,909百万円（前年同期比6.0％増）と
なりました。
　一方で、利益面においては燃料費や人件費等の経費の増加により、
62百万円の営業損失（前年同期は86百万円の営業利益）となりました。

　タンクローリーによる輸
送と、鉄道用タンクコンテ
ナによる複合一貫輸送を
行っています。全国各地の
LNG（液化天然ガス）輸入基
地および国産ガス田から、
お客様のサテライト基地、
工場等を結んでいます。

売上高�4,114百万円� 営業利益� △30百万円
　化成品輸送事業につきましては、積極的な営業活動の展開により、国内輸送が伸
長したことに加え、海外輸送においても販路拡大に努めた結果、売上高は増加いた
しました。
　コンテナ輸送事業につきましては、西日本で発生した7月豪雨を始め、地震や台風
の自然災害によって、貨物列車の運休が多発したため、売上高は減少いたしました。
　この結果、当事業における売上高は4,114百万円（前年同期比1.4％減）となりまし
た。また、利益面においては投資に伴う経費の増加および自然災害による売上高の
減少により、30百万円の営業損失（前年同期は83百万円の営業利益）となりました。

　コンテナ輸送事業は、農産品や食料品、工
業製品の他、宅配便等、お客様のニーズに適
した各種鉄道用コンテナをレンタル・リース
しています。

　化成品輸送事業は、各種化学品、食品等の液
体・粉粒体を輸送する各種コンテナのリースお
よび様々な輸送モードを組み合わせた複合一
貫輸送を展開しています。

売上高� 106百万円� 営業利益� 50百万円
　太陽光発電事業につきましては、売上高はほぼ前年並となりまし
たが、経費の減少により、営業利益は増加いたしました。
　この結果、当事業における売上高は106百万円（前年同期比1.0％
減）、営業利益は50百万円（同7.7%増）となりました。

　太陽光発電事業を展開し
ており、現在、全国4か所に
JOTソーラーステーション
を設置しています。
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当社のコンテナ輸送事業では、一回毎にコンテナをご利用いただくレンタル方式が
主流ですが、定期的にコンテナを利用したいお客様に対して、コンテナを長期間ご利用
いただくリース方式も承っております。リースするコンテナについては、お客様とご相談
の上、使用条件に合わせた特殊仕様とすることも可能です。
ここでは、今年度運用を開始したリースコンテナをご紹介いたします。

北越コーポレーション株式会社様向け　20フィート有蓋コンテナ

当コンテナは、雑誌等の印刷に使用されるロール紙の輸送用としてオーダーを受け、
新造、リースしたものです。

お客様からのご要望にお応えし、ロール紙を横たえた状態でも積載できる仕様とする
ことで、積込、荷卸の際に人力でロール紙を転がすことができるようにしたほか、扉を三
方に設け、様々な条件下における荷役作業にも対応可能となります。

横たえた状態での積載に対応していますコンテナ外観

コンテナ輸送事業　リースコンテナのご紹介TOPICS
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清水運送株式会社様向け　31フィート冷凍コンテナ

当コンテナは、冷凍マグロの輸送向けにオーダーを受け、新造、リースしたものです。
31フィートの冷凍コンテナについては既にリース実績がありますが、当コンテナは

お客様やコンテナメーカー等と打合せを重ね、鮮度維持のために庫内温度をマイナス
30℃に保つことができる仕様としています。また積込時の作業上、内壁に積荷が当たる
ことから、衝撃に耐えられるよう庫内の補強も行うなど、冷凍マグロの輸送上の諸条件
にも対応しております。

「鮪」の文字が印象的な外観 冷凍マグロを積み込んだ状態

コンテナ輸送事業　リースコンテナのご紹介

今回ご紹介したのは一例ですが、お客様の様々なご要望を形にするために、
JOTグループは全力で取り組んでまいります。
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この冊子は、適切に管理された森林から生まれたFSC®認証紙、植物油
インキおよび有害な廃液の出ない水なし印刷で印刷しています。

TEL:03-5496-7671（代表）

発行可能株式総数������������������ 6,000,000 株
発行済株式の総数������������������ 3,322,935 株
 （自己株式12,107株を含む）
株主数������������������������� 2,860 名

株式の状況

 株式会社エネックス

 近畿石油輸送株式会社

 株式会社ニチユ

 株式会社ニュージェイズ

 株式会社JKトランス

JOTグループ

商 号 日本石油輸送株式会社

設 立 1946年（昭和21年）3月27日

本 社 所 在 地
〒141-0032
東京都品川区大崎一丁目11番1号

（ゲートシティ大崎　ウエストタワー16階）
TEL：03-5496-7671（代表）

資 本 金 16億61百万円

従 業 員 数 連結1,484名、単体161名

主要な事業所
北海道支店（札幌）・東北支店（仙台）・関東支店（川崎）・ 
中部支店（四日市）・関西支店（大阪）・九州支店（福岡）・ 
シンガポール支店（シンガポール共和国）および新潟事業所

主 要 な
事 業 内 容

1.   石油製品（ガソリン・灯油等）の鉄道タンク車輸送・
貨物自動車輸送

2.   高圧ガス（ＬＮＧ等）の鉄道コンテナ輸送・貨物自
動車輸送および複合一貫輸送

3.   石油化学製品等の鉄道コンテナ輸送・貨物自動車
輸送ならびに国内および国際複合一貫輸送、各種
コンテナのリース

4.   鉄道用冷蔵・冷凍コンテナ等のレンタル・リース
5.   太陽光発電事業

会社概要

株　主　名 持株数
（株）

持株比率
（％）

JXTGホールディングス株式会社 964,493 29.13

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4） 128,900 3.89

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 98,600 2.98

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 81,900 2.47

株式会社三井住友銀行 78,899 2.38

日本車輌製造株式会社 66,943 2.02

DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLlO 52,021 1.57

日本石油輸送グループ従業員持株会 45,700 1.38

小野寺　毅 43,900 1.33

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 43,800 1.32

大株主

取締役
代 表 取 締 役 会 長 栗本 　　透
代 表 取 締 役 社 長
社 長 執 行 役 員 原 　昌一郎
取 締 役
常 務 執 行 役 員 髙橋 　文弥
取 締 役
常 務 執 行 役 員 田長丸 雅司
取 締 役
常 務 執 行 役 員 武本 　　修
取 締 役
執 行 役 員 岡﨑 　基太
取 締 役
執 行 役 員 松井 　克浩
取 締 役 畑 　　義昭
取 締 役 大田 　勝幸
社 外 取 締 役 草刈 　隆郎
社 外 取 締 役 坂之上 洋子

役　員
監査役
常 勤 監 査 役 吉田 　秀穂
監 　 査 　 役 戸井田 俊明
社 外 監 査 役 佐野 　　裕
社 外 監 査 役 齊藤 　貴一

取締役を兼務しない執行役員
執 行 役 員 青野 　　滋
執 行 役 員 竹本 　明彦
執 行 役 員 大内 　　満

【株主名簿管理人　三井住友信託銀行】
●電話［フリーダイヤル］0120-782-031（平日 9：00〜17：00）
●ホームページアドレス https://www.smtb.jp/personal/agency/

index.html
●郵 便 物 送 付 先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

https://www.jot.co.jp/

株式の状況／JOTグループ／会社概要（2018年9月30日現在）


